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特定非営利活動法人ハニー・ビー 

発行者 八木 みどり 

 

寒暖の差が激しいですが・・。 
暖かくなったと思ったら寒くなったりと寒暖の差が激しい日々が続きますが、啓蟄も過ぎて春へと

進んでいるようです。花粉も飛び出し、マスクをした人が非常に多くなってきました。 

お変わりありませんか？ハニー・ビーの八木です。6日に支援学校高等部の卒業式も終わり、いよ

いよ 4 月から新しい生活が始まります。はっとり、豊中本町のメンバーは残り少ない、マイでのプロ

グラムを満喫してくれているようです。春は直ぐそこまで来ています。何だか、マイっ子たちもワク

ワクしているようです。ハニー・ビージョブにもフレッシュなメンバー2名が仲間入りすると聞いて

います。先輩方も楽しみにしているようです。今月もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

２月の活動など 

① マイ児童デイサービスそね・はっとり・豊中本町での活動 ２月ダイジェスト 

② ハニー・ビー ジョブの活動 ２月ダイジェスト 

③ スタッフ研修「ゲートキーパー養成講座」を開催しました。（2/15） 

④ ＡＮＡ様とのコラボイベント「空フェス」無事、終了しました。（２/１８） 

 

今後の予定やお知らせ 
① ハニー・ビー ジョブ進化を続けています。 

② 来年度の就労プログラム始まります。（４/13） 

③ スタッフ研修会開催します。救命救急を学びます。（３/20） 

④ 5月のお楽しみ合同遠足は『みんぱく』に決定（5/３） 

⑤ 新企画！交流会は｢アイシングクッキー｣講習会です（5/17） 

 

あとがき 彼らに出来ること 

 

活動報告① マイ児童デイサービスそね・はっとり・豊中本町での活動 ２月ダイジェスト 

マイ児童デイサービス曽根の２月の活動は、何といっても｢バレンタ

インデー｣だったようです。それも大好きな｢パフェ｣を自分たちで作っ

て食べよう！！というプログラムでした。日頃からパフェって憧れもあ

るのでしょうか？トッピングをするマイっ子、みんな目がキラキラして、

めちゃくちゃ嬉しそうな笑顔で取り組んでいます。｢先生、美味しそうで

しょう？｣ときれいに盛り付けて、そねっ子も立派なパティシエに大変

身です。もしかしたら、10 年後には有名なパティシエになっているか

もしれません。作って、食べて楽しく大満足のプログラムとなりました。 

はっとりでもバレンタインデーだということで、チョコレートケーキ

を作るプログラムとなりました。メンバーで順々に仕事を分担していきま

す。いちごを切り、スポンジケーキには、いちごをトッピングして生クリ

ームを真剣な表情でぬっていきます。形もバレンタインデーということ

で、ハートの形にデコレーションしました。メンバーで作ったケーキの味

は格別だったようで、｢美味しかったね｣｢また食べたいね｣とメンバーか

ら、感想が出ていました。次の大作は何でしょう、楽しみですね。 

豊中本町では、「自分のお誕生日月のカレンダー作り」をしました。 

何故、お誕生日月？かというと、意味というか、ねらいがあるのです。

みんな、それぞれお誕生日がありますよね？生まれてきた時に、それはご両親はじめ、祝福されたことで

しょう。 
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だからその日を大切にすることは、自分を大事にすることに繋がると

考えます。そんなこともあって、思い出のこもったお誕生月のカレンダー

だ出来上がりました。 

｢わたしは19歳になるよ。｣｢ぼくは16歳。｣と自分のお誕生日に印

がついているカレンダーにご満悦なメンバー。自分のお誕生日をいくつ

になっても大切に特別な日にして欲しいと願うばかりです。 

【お問い合わせ マイ児童デイサービス 電話：06-6152-8991 
 FAX：06-6152-8992 

マイ児童デイサービスはっとり 電話：06-6868-9371 FAX：06-6868-9372 

マイ児童デイサービス豊中本町 電話：06-6152-9535 FAX：06-6152-7348】 

 

活動報告② ハニー・ビー ジョブでの活動 ２月ダイジェスト 

皆さん、なかまの店ってご存知でしょうか？簡単に言うと、豊中市役所

が豊中市社会福祉協議会に管理委託をし、障がいのある方々が働く事業所

で扱っている物販を、販売できる豊中駅構内にあるお店なのです。そのお

店に２月から、ハニー・ビー ジョブも参加して販売活動を開始しました。 

「いらっしゃいませ。」と元気のいい声が聞こえま

す。そこで、利用者さんはお客様と実際に対面するこ

とで接客の実践になりますし、何といっても自分たち

の商品が売れることは、とても嬉しいことのようで

す。結構立ちっぱなしの状態にもかかわらず、笑顔な訳は｢やりがい｣なのかもしれま

せんね。 

皆さまもお近くにお立ち寄りの際には、このなかまの店に入ってみてください。ハ

ニー・ビージョブ以外にも色々な事業所さんの掘り出し物、お気に入りが見つかるか

もしれません。お待ちいたしております。 

【お問い合わせ ハニー・ビー ジョブ 電話：06-6398-9500 FAX：06-6398-9535】 
 
活動報告③ スタッフ研修「ゲートキーパー養成講座」を開催しました。（2/15） 
今月は、自分自身の心の安定だけでなく、一緒に働くもの同士の関係性や相手の気持ちを考えて、

よりよいコミュニケーションを育むことを学ぼうと、豊中市保健所から講師をお招きし、「命の門番」

と位置づけされている「ゲートキーパー」の養成講座を受講しました。 

実際に「ゲートキーパー」のことを初めて始めて聞いたスタッフがほとんどで、改めてコミュニケ

ーションの技法について学ぶ機会を得て、コミュニケーションを取る中で一番重要なことは、「相手の

気持ちを良く聞くこと。」だし、「誰に対しても、様々な状況においても大切なことだと認識できた。」

などについて学び、とても有意義な講習会だったとの声が多く寄せられました。 

また、「声かけの仕方なども工夫をして信頼関係を深めていきたい。」など、様々な気付きがありま

した。お忙しい中、講師を務めるくださりありがとうございました。 

【お問い合わせ 事務局 電話06-6152-7389 ＦＡＸ06-6152-7348】 

 

活動報告④ ＡＮＡ様とのコラボイベント「空フェス」無事、終了しました。（２/１８） 

 ２月１８日（日）、待ちに待ったＡＮＡ様とのコラボイベント「空フェス」が開催されました。前日まで、

スタッフ一同色々な調整を経てこの日を迎えました。お父さん、お母さんとちょっと緊張した面持ちで来

場して来るマイっ子たち。でも、直ぐにスタッフたちを見つけて、嬉しそうな笑顔になっていました。 

 日頃は、車で移動することが多いマイっ子たち。大きな飛行機にビックリした様子でしたが、ANAの職

員の皆さんがマイっ子たちに判り易く説明してくださり、安心して耳を傾けていました。また、制服体験、

機内体験、就労相談のブースでも、マイっ子たちのペースに合わせて体験の機会を持っていただけたので、

新しいことにチャレンジすることが多かったマイっ子たちも笑顔で体験できました。 

 『ANA  team．空楽隊』の演奏では、事前に『配慮する点はありませんか？』と聞いてくださり、音量
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に対しての不安もありましたが、『普段通り』の演奏でお願い

し、もしかしたら演奏中に立ち上がったり、声が出たりするマ

イっ子がいるかもしれないことをお伝えしていましたが、フィ

ナーレのアンコールでは身体を動かして彼らなりのパフォー

マンスでお礼を言っていたよう

です。 

ＡＮＡ様からのサプライズプ

レゼントにも大喜び。お弁当もパ

クパク食べていました。また、ハ

ニー・ビー ジョブの魚つり、ス

マートボール、輪投げにも何度もチャレンジしてくれたマイっ子たち。 

わたしたちも事故なく無事に終了できホッとしています。ANA の職員の

皆様からも、「いい経験が出来、今後仕事でサポートが必要な方々と巡り合っ

た際に、自然体で関わっていける。」とのお声もいただき、今回のイベントが

更に意味を成していくと思います。改めてＡＮＡ職員の皆さまのご尽力とご

配慮に感謝します。ありがとうございました。 

【お問い合わせ 事務局 電話06-6152-7389 ＦＡＸ06-6152-7348】 

 

お知らせ① ハニー・ビー ジョブ進化を続けています。 
２月からの｢なかまのお店｣への出店もですが、実習生

の受け入れや見学等に加え、地域の方々に知っていただ

こうと考え、蛍池や高川の地域拠点にも、利用者さんと

一緒に出かけています。 

新しい商品の開発、こだわりのある美味しいものを皆

さまにお届けしよう、また八木屋で扱わせていただいて

いるパンやスイーツ、お野菜に関しても調整中ですが、

もっと良いものをと、新しい展開を考えています。 

また、地域に八木屋の商品を置いていただけるような方向でも話が上がっています。豊中本町の事業所

内も地域の方々と交流できるような面白いことが出来れば・・。４月から、フレッシュなメンバーも２名

が仲間入りします。地域のイベントにも要請があれば積極的に参加していきます。ハニー・ビー ジョブ

は、色々新しいことにチャレンジし進化していきます。どうぞ、ご期待ください。 

【お問い合わせ ハニー・ビー ジョブ 電話：06-6398-9500 FAX：06-6398-9535】 
 

お知らせ② 来年度の就労プログラム始まります。（４/13） 

 来年度の就労プログラムも、各月の第２土曜日に開催することになりました(変更時もあり)。日頃体験す

ることが難しいことを中心に学びます。出来ることが目的ではなく、体験をすることまた自信につなげる 

ことが大切なのです。実際に社会では、｢障がいがある

から適当でも仕方がない。｣という誤った認識が存在す

るのを承知のうえで、「当たり前にお仕事をする。｣「実

際に出来ることを知ってもらう。｣ために地域の事業所

での職場体験を続けています。マイっ子たちが「仕事

をしたい。」と言っても、何よりも保護者の方々が「仕

事をさせたい。」と思えるまでは至っていませんが、次

は６期目のプログラムになります。ずっとサポートし

続けられる事業所でありたいと願っています。 

※３０年度は、４/１３からのスタートになります。 

※ちなみに画像は、今年度（29年度）の修了の様子です。 

【お問い合わせマイ児童デイサービスはっとり 電話：06-6868-9371 FAX：06-6868-9372】 
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お知らせ③ スタッフ研修会開催します。救命救急を学びます。（３/20） 
今年も年に１度の「普及救命講習会」を豊中消防局から講師をお招きして受講します。実際に人が倒れ

ていることを想定して、AEDの正しい使い方はもとより周りの人たちにも手伝ってもらい、救急救命の実

技を学びます。緊急対応は、日々の中で日常でない経験値が少ない事象に対応することになるので、気合

も入ります。いざと言う時のための救命対応とその技術を身につけたいと思っています。病気や怪我がな

いに越したことはありませんが、心停止になった人を救うには、救急車が到着するまでの間にそばに居合

わせた人が心肺蘇生応急手当を行えることが必要です。スタッフ一同真剣に学んでまいります。 

【お問い合わせマイ児童デイサービス 電話：06-6152-8991 FAX：06-6152-8992 

マイ児童デイサービスはっとり 電話：06-6868-9371 FAX：06-6868-9372 

マイ児童デイサービス豊中本町 電話：06-6152-9535 FAX：06-6152-7348】 

 
お知らせ④ 5月のお楽しみ合同遠足は『みんぱく』に決定（5/３） 

こちらも5月のゴールデンウィークの恒例行事、事業所合同の遠足は万博公園にあり

ます「国立民族学博物館」通称「みんぱく」に決定しました。先月、下見も行いトイレ

の場所、休憩場所などを確認してきました。移動支援などで行ったことのあるマイッ子

もいるかもしれませんが、じっくりとみんなで館内見学することで、今までとは違った

見方が出来るかもしれませんよ。詳しくはご案内をさせていただきますが、是非ともご

予定ください。 

【お問い合わせマイ児童デイサービス 電話：06-6152-8991 FAX：06-6152-8992 

マイ児童デイサービスはっとり 電話：06-6868-9371 FAX：06-6868-9372】 

 

お知らせ⑤ 新企画！交流会は｢アイシングクッキー｣講習会です（5/17） 

今回、新しい企画の講習会を開催いたします。 

皆さん、アイシングクッキーってご存知ですか？とても格調高

い？！ 

日本サロネーゼ協会のアイシングクッキーマスター認定講師の

資格を持ち、豊中市で「18時からの可愛いお菓子の教室シーアン

ドダブリューガトー」を主宰されている福本あゆみ先生に講師をお

願いして、「アイシングクッキー講座～入門編～」を、5月17日

（木）に、豊中本町の事務局で開催します。 

（午前10時受付、10時30分開始、１2時30分終了予定） 

皆さん、ご一緒に可愛いクッキーを作りましょう！参加費等詳細が決まりましたら、ＨＰにも掲載し、

ご連絡させていただきます。どうぞ、ふるってご参加ください。 

【お問い合わせ 事務局 電話06-6152-7389 ＦＡＸ06-6152-7348】 

 

あとがき 「3/11 東日本大震災から 7年。わたしたちに出来ること」 

今年 3 月 11日、東日本大震災から 7年を迎えました。 

実際に、被災地に向けて、わたしたちが関わっているこどもたちにも出来ることがあるのではない

かなと考えています。現地に行くのは難しくても、「何か」を探して形にしていければと思っていま

す。 

そんなことを考えている中で、豊中だけでなく北摂地区で連携していく形が少し見えてきました。

なかなか、立ち止まって考えるよりも走っていることの多いわたしですが、ご縁があって出逢った方

の活動のお話から「わたしも、何かやりたい。」と心が動きました。 

小さなことかもしれませんが、先ずは動き出した気持ちに正直になろうと思います。実際に繋がっ

てきたら、また皆さまにもご報告させていただけたら嬉しいです。【八木記】 


